






要約:川崎病は川崎病博士が発見して以来,25 年余の年月が達ち,小児期に川崎病に罹患し

て成人に達した症例も増加している。今回,当院で経過観察している冠状動脈動脈造影に

て川崎病冠状動脈後遺症の存在が確認された症例の内,年齢が 20 歳を越えて成人になった

症例の冠状動脈後遺症,診察状況,日常生活状況を調査した。18 例の成人例の内 8 例が,成

人に達する前に経過観察と治療が途絶えてしまっていた。経過観察と治療が継続し得た症

例は全員元気に過ごしていた。今後,川崎病冠状動脈後遺症例の内科へのバトンタッチな

ど検討する必要性が確認し得た。


